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種の記録 

Varunidae モクズガニ科 

Utica borneensis De Man, 1895 

ヒラモクズガニ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR）

3535，1♂，甲長 8.6mm，甲幅 9.2mm，蓮乗寺川

（愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城），2025 年 9 月

23 日，山川宇宙採集． 

種の特徴 

検討標本は，頭胸甲がほぼ正方形．背面は隆起線

を有し，短い軟毛に覆われ，扁平で滑らか．前側縁

には眼窩外歯の後方に明瞭な 2 歯を有する．後側

縁には菱形の面をもつ．第 3 顎脚の外肢は内肢の

座節よりもわずかに狭く，長節の外側角は突出す

る．鉗脚は左右同大で，長さは甲幅の約 2/3 に達す

る．可動指は強く湾曲し，切断面には軟毛の房をも

つ．不動指にはわずかに顆粒がある．歩脚は細長

く，第 1－3 歩脚の長節前縁の先端部には 1 歯を有

し，前後縁には軟毛が列生する．以上の形態学的

特徴が，Tweedie（1940）や豊田ほか（2019），乾ほ

か（2021）のヒラモクズガニの特徴とよく一致したた

め，本種に同定された． 

備考 

本種は，本邦では千葉県および長崎県から琉球列

島にかけて記録されているが（深川・小原，2014；豊

田ほか，2019；乾ほか，2021），四国地方における本

種の記録は高知県のみであった（山川ほか，

2025）．よって，本稿は愛媛県における本種の初記

録となる．なお，著者らは 2025 年 4 月と 2026 年 1

月にも蓮乗寺川で調査を実施したが，本種の標本

は得られておらず，同河川では越冬や定着はしてい

ないと考えられる．本研究で得られた標本が 1 個体

のみであったことや，九州以北での本種の採集記録

が散発的であることも考慮すると（山川ほか，2025），

黒潮による分散で偶発的に出現した可能性が高

い． 
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写真１ Utica borneensis De Man, 1895  

ヒラモクズガニ（TKPM-AR 3535） 
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